










７．支援団体紹介 その他 
 

不登校を理解しあう会 

 代 表  藤 絢子 

         〒313-0024 茨城県常陸太田市高貫町 

         TEL：0294-74-5762 

          

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Q.どの様な特徴を持っていますか？典型的なサービスと利用料金を教えて下さい。 

A.あえて「考える会」ではなく「理解しあう会」と名付けたのは、考えるという頭の作業で

はなく、不登校の当人はもちろん、親も、辛さ苦しさ、せつない気持ちが波のように打ち寄

せ、どの様に生きて行ったらいいのか分からなくなり、言葉も出ず動けなくなっている状況

を共有することが大切だと思ったからです。気持ちの共有が必要であり充分であることを、

それ以外のことは害にすらなることを感じていたからです。そこで、定例会（親の会）を月

１回（18:30～22:00、4 月から 9 月はスタートが 30 分遅れ）400 円、フリースペースが月 2

回（10～16 時）400 円で行っています。フリースペースは、10 代が多いです。 

 

Q.典型的な成功例があれば教えてください。 

A.親子で親の会に参加し、親が話し合いをしている時に子ども同士が空いているスペースで

ちょっとずつ近づき話をしたりゲームをしたりする。その延長で子供だけで過ごすフリース

ペースに来るようになってくる。苦しい時に電話で対応することもありますが、自分自身で

立ち直り有名大学に進んだ子もいます。親子ともに元気を取り戻していく過程には、自分を

見つめて自分を知り認めていく事があります。周りや親が良い悪いを決めつけ道を押し付け

ることなく、温かく全力で見守れば自ずから決めて必要な道を進んでいくものなのです。 

 

Q.立ち上げの苦労話を聞かせてください。 

A.立ち上げや運営に関して苦労という苦労はありません。その時に必要だと思う事、やりた

いと思う事をしてきた流れなのですから。まずは、ある会に参加し、その参加者の中に常陸

太田市の 6家族いました。その後も、その家族間で話し合いが続き「不登校を理解しあう会」

が始まったのです。強いて運営を続ける事での難しかったことは、宗教家やカウンセラーを

名乗る方が参加され、いきなり価値観を押し付けてきたり、自分の団体や商売に引き込もう

としたりすることへの対処です。そのような方は一見優しそうであっても強引な言動で他の

参加者を傷つけてしまうので問題があり戸惑ったことがありました。 

 

 

以
後
、
定
例
会
を
月
一
回
、
フ
リ
ー
ス

ペ
ー
ス
を
月
二
回
の
ペ
ー
ス
で
行
っ

て
い
な
が
ら
、
不
登
校
対
策
の
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
に
参
加
し
、
行
政
や
地
域
に
対

策
の
必
要
性
を
訴
え
続
け
て
い
る 

  

不
登
校
対
象
の
フ
リ
ー
ス
ペ
ー
ス
を

月
二
回
の
ペ
ー
ス
で
始
め
る 

      

フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
、
キ
ャ
ン
プ
、
映

画
上
映
会
等
の
イ
ベ
ン
ト
を
積
極
的

に
開
催 

       

第
一
回 

不
登
校
を
理
解
し
あ
う
会
の

定
例
会
を
月
一
回
の
ペ
ー
ス
で
始
め

る 
  

６
家
族
で
話
し
合
い
開
始 

        2006

年 
                 1997

年 
    1996

年 

－15－



アイネット 

 代表  浅沼 秀司 

         〒308-0848 茨城県筑西市３－１７－１６ 

         TEL：0296-28－2727、090-3140-48656 FAX：0296-45-7022 

         E-mail：asaasa@amber.plala.or.jp  HP: http://wrafuto.com 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Q.どの様な特徴を持っていますか？典型的なサービスと利用料金を教えて下さい。 
 

A.不登校、引きこもりで苦しむ保護者と当事者の会です。参加者の皆様の普段は語ることの

できない苦しみを語っていただくことを主眼としています。みな、体験者なので、ああ、分

かるわかると、その苦しみを共有し、多少の脱線もまた人間らしくていいかなと思っていま

す。保護者も苦しい、当事者も苦しい。自分の痛みが世界で一番痛い。『できないこと探し』

から、『できること探し』を皆で目指しています。参加費は、３００円。インターネットでの

日常的な交流を目指しています。 

 

Q.典型的な成功例があれば教えてください。 
 

A.小学生（いじめ）・・・会への出席の中で、保護者が子供の頑張りに気づき、登校刺激を一

切やめ、その子の頑張りをほめるようになりました。その後、五月雨登校を続けながらも、

徐々に学校復帰、現在元気に高校生活を送っています。 

中学、高校生（いじめ、友達関係のこじれ、その他）・・・やはり保護者が会への出席の中で、

登校刺激をやめ、家庭内での雰囲気が改善され、その子の苦しみに保護者が寄り添えるよう

になったこと等で、中学生は高校へ、高校生は、大学、専門学校へとそれぞれ進学。（文面の

スペース上、かなり省略） 

会への参加者が、みな不登校、引きこもりの体験者の為、それまで孤立していた保護者が、

自分は一人ではないと肌で感じることができることが、大きいようです。休むべき時にしっ

かり休むことで、次のスタートへのエネルギーが溜まっていくような気がします。 

 

Q.立ち上げの苦労話を聞かせてください。 
 

A.直近の中学校勤務の経験からしても、相当数の不登校の生徒がいるにも関わらず、そこへ

どう告知をしたらいいかの問題が、現在でもあります。筑西市教育委員会の後援を得てはい

ますが、学校から該当保護者への告知には、色々な問題があるようで、実現できていません。 
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鹿島学園高等学校 つくば学園都市キャンパス 

キャンパス長 岩澤俊介    TEL・FAX：050-1003-2882 

         〒305-0822 茨城県つくば市苅間 107-2 

         E-mail：kashimagakuen3711@ybb.ne.jp 

  HP: http://www.geocities.jp/paradise37113711/index.htm 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Q.どの様な特徴を持っていますか？典型的なサービスと利用料金を教えて下さい。 

A.鹿島学園高等学校（通信制）は、インターネット授業と対面授業の２つの形式が選べる随

時入学型の高校です。就学支援金が利用できるので、授業料は最大無料となります。サポー

ト料は、週１日型のサポート料は、半期（６か月）３万円です。週２日から５日のサポート

は、半期１０万円です。月謝も可能です。授業の形式は、個別指導となります。ｵﾌﾟｼｮﾝｺｰｽと

して大学受験コースをはじめ、声優コース、ボーカルコース、アニメコースなどがあります。 

Q.典型的な成功例があれば教えてください。 

A.心のケアーを第１と考える事で、保護者の方からの信頼を大変多く受けております。高等

学校の卒業のみならず、ゆっくり時間をかけて将来設計を組立させる事で本当にやりたい事

が見つかり、自分に自信が持てる様になっている生徒が多いです。年齢に関係なく入学でき

るので、教師自身も成長できる職場になっています。 

Q.立ち上げの苦労話を聞かせてください。 

A.最初は、活気のある雰囲気を作るのに苦労をしました。それぞれの生徒がコミュニケーシ

ョンを取ろうとせず、勉強が終わったらすぐ帰宅してしまいます。一人一人が打ち解けるの

にとても時間を要しました。また、不登校の生徒中心に生徒募集をしておりますが、同じ活

動をしている団体の存在に気付かず、横のつながりを持たずに経験だけにたよっていた為、

解決までよく遠回りをしておりました。 

 

          フリースペース “メイプル” 
          開催場所：行方市行方 1503-5 ≪ｷﾞｮｰｻﾞ・ｶﾞｰﾃﾞﾝ 楓≫ 
          代表 大友 美智子     TEL：090-4945-1008 
          〒315-0053 茨城県かすみがうら市稲吉東 2-16-10 
          Mail：ohtomo_michiko.knitting_staff@docomo.ne.jp 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
Q. どの様な特徴を持っていますか？典型的なサービスと利用料を教えてください。 
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A. だれでも気軽に、自由に参加できるスペースを目標にしています。行方の自然はとても

雄大で、その風景に包まれながら時の流れを楽しめる～～～  そんな環境です。 
利用料は無料です。飲み物・おやつ等は持参してください。（店主がおいしいギョーザでもて

なしてくれることもあります。）行政等の支援者や其々の年齢層の方が参加してくださいます。 
Q. 典型的な成功例があれば教えてください。 
A. まだ 1 年と日も浅く、成功例といえる事例はありません。しかし過去にいくつかのフリ

ースペースに 1 回の参加で終わっていた人が続けて参加してくれたり、「息抜きの場になって

いる。」と思っていただけることが、メイプルそのものだと思います。 
Q. 立ち上げの苦労話を聞かせてください。 
A. アストリンク理事長からの話であり、行方の方が場所を提供してくださったので、スペ

ースは確保されていました。問題は私自身の気持ちだったと思いますが、協力者に当事者の

方がなってくれたことでとにかく一歩を踏み出してみようと決心しました。 
一年が過ぎ、踏み出したことの大変さと楽しさを感じています。 
 

foryou 教育相談室   茨城県常総市向石下９３９－２  

室長 吉岡絢子   相談員・顧問 菊地芳明 

       TEL：0297-42-7751、090-5416-3443   FAX：0297-42-7751 
         E-mail：foryou_shingaku@yahoo.co.jp  http://ibarakioyanokai.blog103fc2.com 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

Q.どの様な特徴を持っていますか？典型的なサービスと利用料金を教えて下さい。 

A.常総市にある個人相談室です。全国ひきこもり親の会の茨城支部「白梅の会」です。不登

校，ひきこもりの当事者の体験をもつ高校教師をしている菊地と 3 人の男子を育てている親

の立場を持つカウンセラー吉岡が相談にのっています。 

・月に 2 回の家族会（第 2，第 4 土曜日実施・・会員参加費１５００円）また，月 1 回の青年

当事者の会（会員参加費・・１５００円）・当事者の会では青年が集まり，企画を立てて   人

と一緒に・・というコミュニケーションの取り方を学んでいます。（喫茶店に行ったり，麻雀

を教わる・・等々）元は学習塾でしたので，進学，進路の相談等の相談もできます。・個人相

談は一時間６０００円（家族会未入会者は７０００円）で実施しています。 

Q.典型的な成功例があれば教えてください。 

A.月 2 回の家族会や個人相談に参加する事で，自分の悩みを話し，また他のご家族の話を聞

く事で悩んでいるのは自分の家族だけではない事を知り，気持ちも楽になり，勇気やアドバ

イスを貰い元気になられています。そしてご家族が元気になる事で，家での問題も良い方向

に進み始めています。また，青年の方も当事者の集まりの中でコミュニケーションを学ぶ中

で，バイトを始める・・様になって来た方もいます。 

Q.立ち上げの苦労話を聞かせてください。 

A.元は学習塾で様々なお子様をお預かりさせて貰う中で始まった foryou 教育相談室です，塾

は閉め，今は不登校，ひきこもりの当事者やご家族の相談室になりました。保健所や社会福

祉協議会，他のＮＰＯ団体等と連携を持ち，ご家族や当事者が foryou 教育相談室だけでなく

様々な所に参加できるようにしています。 
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８．利用者・当事者の声 

アストリンクでは、日々、様々な声を聴き続けています。その中で、相談会や冊子の配布

でのアンケートの中の一つ「支援機関を利用して良かったと思う事や、悪かったと思うこと。

まだ、支援機関を利用していない人へのメッセージ等」に対していただいた声です。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

参考文献 
・斎藤 環：「社会的ひきこもり」PHP 新書（１９９８） 

・斎藤 環：「「ひきこもり」救出マニュアル」PHP 研究所（２００２） 

・塩倉 裕：「引きこもる若者たち」朝日新聞社（２００２） 

・武藤清栄 他：「ひきこもり脱出ガイド」明石書店（２００２） 

・竹内健児：「教師の悩み相談室」ミネルヴァ書房（２０００） 

・伊藤順一郎(主任研究者)：「10 代・20 代を中心とした「ひきこもり」をめぐる地域精神保健活動のガイ

ドライン」厚生科学研究費補助金こころの健康科学研究事業（２００３） 

・齊藤万比古(研究代表者) 他：「ひきこもりの評価・支援に関するガイドライン」厚生労働科学研究費補

助金こころの健康科学研究事業（２０１０） 

・茨城県保健福祉部厚生総務課：「いばらき保健福祉ガイド」茨城県（２００６） 

・斎藤力夫 他：「NPO 法人のすべて」（１９９９） 

・茨城県生活環境部生活文化課県民運動推進室：「特定非営利活動法人の設立及び管理・運営の手引き」（２

００９） 

・アストリンク小冊子「不登校・ひきこもり対策成功事例集～ここが回復のポイント～」

http://wssi.or.jp/pdfs/index.html 

 

編集後記 
社会に余裕がなくなり、個人の心身の余裕がなくなり、弱いものが更に弱いものを叩く悪

循環が起こることがあります。きっと、私もその一人なのでしょう。それでも、人は支えあ

う事に喜びを感じるものだと強く感じています。そして、私が普段考え、感じていることで、

皆さんに伝え続けているのは次の事です。「世の中は、あなたが感じているように冷たく、厳

しく、つらいものなのかもしれない。それでも世の中は、あなたが考えているよりもずっと

楽しく、優しく、もっともっと温かいものです。」前回作成した冊子も、今回のこの冊子も、

これからホームページで情報量と質を上げていこうと計画していますので、ぜひ、月日がた

っても、そちらをご覧ください。最後に、県の委託事業の実施に協力いただいた皆様、そし

て本冊子の作成にご協力いただいた皆様に心から感謝申し上げます。 

編集責任：特定非営利活動法人 若年者社会参加支援普及協会アストリンク 理事長 浅井和幸 
 

【編集事務局】 特定非営利活動法人 若年者社会参加支援普及協会 アストリンク 
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他の資料があり 
ましたら送っていただければと思います。

産業カウンセラーの教育もしています 

是非、足を運んでお話だ

けでも聞いてみるのも

良いと思います 

日が経つごとに、相談できて本当

に良かったな～と実感していま

す。ラッキー 
でした

ゆとりを持って自分に素

直に向き合う時間の大切

さを教えてもらえた 

家族の協力がと

ても力になった 

一歩進めるこ

とができると

思いました 
私共は、カウンセリングと心

理療法でひきこもりや対応

をしております。事例集を参

考にさせていただきます 

同じような悩みの人たち

と意見交換やアドバイス

をもらう事が出来た

味方ができたと

思いました 
助かります。アドバイ

スしていただいて心強

いです 

相性が合わず、不愉快な思

いをしたこと、もう少しよ

く評判などを調べたほうが

良かったと思います 

親身になって

聞いてくれる 

ちょっと前向きに、現状を考えることが出来るようになった 




